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動脈造影・静脈造影・色素・アイソトー 70 • 骨内圧・酸素圧などを応用した方法が発表されてきた
が，いずれも操作の困難さ，診断力の不足などのために，大腿骨頚部骨折などに応用されたこれらの
方法の成績は，満足すべきものとは言い難い。本論文は，従来無視されてきた骨頭骨髄の静脈像に注
目し，骨頭内造影剤の誠哀をX フイノレム波度から追跡し，造影剤の血流による希釈を実験的に検討し
て，骨頭骨髄の静脈系流床を単位としたIITl流量:を推定している。
骨頭血行を，臨床例にも応用できる方法でもって数量的に表示し得た報告は，末だ内外に見出し得
ないものである。
この数値を動物実験によって裏付け，さらに臨床而に応用している。
ペノレテス病と疑わしい症例・大腿骨頭部骨折などの診断に応用された成絞は，組織学的検討を加味
した臨床的観察によって確かめられ，乙れらの疾忠の予後を的確に判定できることが明らかにされて
し可る。
従来ただ長日月の経過ののち， Xおil保に出現してくる骨変化を作って，ょうやく診断されていた骨
四IÚl行障:tT-が，との方法によって，ただちに的確にとらえられ，問題の多い股関節飢域の治療而に新
しい展開が期待されるものである。
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